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東京ドームにて 2013 年2 月 4 日（月）～2 月 11 日（月・祝）計 8 日間 開催 

 

 

 

テーブルウェア・フェスティバル実行委員会は、食生活文化ならびに 

テーブルウェア文化の向上をテーマとした「テーブルウェア・フェスティ 

バル2013  ～暮らしを彩る器展～」を、2013年2月4日(月)~2月11日 

(月・祝) 8日間、東京ドームにて開催致します。 

今回で第21回目を迎える本展は、毎年約30万人の方にご来場頂き、 

その充実した内容は各方面から高い評価を頂いております。 

また、彩りや潤いのあるライフスタイルの楽しみ方を提案する“器の 

祭典”として、上質な暮らしを求める来場者の方が多いのも特徴です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 開 催 概 要 ＞ 

 

名  称 テーブルウェア・フェスティバル2013 ～暮らしを彩る器展～ 

開  催 2013年2月4日（月）～2月11日（月・祝） 計8日間 

公式HP   http://www.tokyo-dome.co.jp/tableware/ 

会  場 東京ドーム（ 東京都文京区後楽1－3－61 ） 

主  催 テーブルウェア・フェスティバル実行委員会（読売新聞社、株式会社東京ドーム） 

後  援   経済産業省、東京都、滋賀県、甲賀市、NHK、公益社団法人日本陶磁協会、読売光と愛の事業団、 

NHK厚生文化事業団、NPO法人食空間コーディネート協会、文化放送 

入 場 料 前売券 1,700円／当日券 2,000円（全て税込。小学生以下は無料。但し大人要付添） 

会場イメージ 



ツェラミカ・アルティスティッチナ 

大西忠左 作 御本手煎茶器揃 

ナハトマン 

ジアン 

「テーブルウェア･フェスティバル2013 ～暮らしを彩る器展～」展示内容  

 

【特別企画】 

■海外特集「遊彩の食卓」 

海外でも人気の高い歴史と伝統を誇る上質な陶磁器を使用した、上質でありながらも、カジュアルで温かな食卓を 

ご提案します。また、テーブルウェア・フェスティバル初出展となるブランドも多く登場し、彩り豊かな食空間を演出 

します。インテリアとしても楽しめる、美しい食器の数々をお楽しみください。 

 

 

［展示ブランド］ 

 アビランド、ジアン、セレッティ、 

ツェラミカ・アルティスティッチナ、 

 マテュース、リチャード ジノリ、 

レイノー、ロイヤル コペンハーゲン、 

 ロザンナ、ローゼンタール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■国内特集「暮らしの中のゆとりを創新～信楽焼～」 

日本最古の窯である「日本六古窯」のひとつとして知られる信楽焼は、世界でも 

非常に稀有で貴重な粘土から作られた焼物です。自然の陶土が織り成す深い味わい 

の中に、温かくどこか親しみやすい信楽焼ならではの魅力をご提案致します。 

また、モダンで斬新な新しい信楽焼の世界もお届けします。 

 

 

 

■「ガラスで愉しむ彩りの食卓」 

高品質で繊細なデザインが魅力のガラス食器。普段の生活に欠かすことのできないグラスウェアだからこそ出来る、食

卓を豊かに彩るセッティングをご提案します。 

 

［展示ブランド］ 

 イッタラ、ヴェネツィアグラス、 

 スワロフスキー、ナハトマン、 

モーゼル、ラスカボヘミア、 

リーデル、ロブマイヤー、IVV、 

北一硝子、菅原工芸硝子、 

ハリオグラス 

 

 

 

 【グラス試飲コーナー】 

  ブランドや手法によって、口触りが違うことを知っていただくために、お好みのグラスで白ワイン・シャンパン 

 ワインを有料にてお召し上がりいただくコーナーもご用意しています。 

ローゼンタール ロザンナ 

マテュース セレッティ 

イッタラ IVV 



【彩りの暮らし】 

■「テーブルセッティングによる食空間提案」 

日々の暮らしを彩る「おもてなしの食空間」を、石坂浩二さんをはじめとした、文化人・著名人が、個性豊かな 

テーブルセッティングとともにご提案いたします。 

 

参加予定（敬称略） 

 

○ アンヌ・マリ 雅子 ド・ポルテュ（コンセプト・クリエイター1983） 

○ 石坂 浩二 （俳優） 

○ 今田 美奈子（洋菓子研究家・食卓芸術家） 

○ 生方 美智子（食空間コーディネーター・料理研究家） 

○ 川崎 景太 （フラワーアーティスト） 

○ 阪口 恵子 （テーブルアーチスト・食環境トータルプロデューサー） 

○ 松尾 貴史 （放送タレント） 

○ 萬田 久子 （女優） 

○ 森 英恵  （デザイナー） 

○ リサ・ステッグマイヤー （タレント） 

 

 

【洋の器への誘い】 

  有名ブランドが提案する洗練された食空間。それぞれの一流ブランドが 

 新製品・新シリーズにより食空間を展開していきます。 

 

■「ノリタケ ～受け継がれる品格～ 」～ノリタケ～ 

■「至福のおもてなし ～季節を楽しむ～ 」～大倉陶園～ 

■「レイノーとスパイスで彩る豊かな食卓」～ハウス食品～ 

 

 

【日本の器を訪ねて】 

  漆、陶器、磁器など日本の伝統の美と技を一堂に会し、現代 

生活にも合う上質で趣のある和の食空間をご提案致します。 

 

■「漆」のある暮らし 

  奥深い艶、なめらかで温かみのある漆器の魅力をご覧いただけます。            

■「どんぶり百撰」～美濃焼・土岐～ 

  人気の「和どんぶり」をはじめ、好みの器に出会えるコーナーです。 

■「卓越の技」～瀬戸織部～   

  伝統的な物からモダンな物まで、多彩な瀬戸焼の魅力が楽しめます。           

■「季節を食し 感じ 幸せを感じる食卓」～多治見～ 

  古くから焼物文化が栄えた美濃焼の多種多様な陶磁器が楽しめます。 

■「伝統の有田 旬のARITA 優美なありた」～有田焼～  

  匠が魅せる有田伝統の器から斬新なデザインの器までご提案します。 

■「楽茶で やすらぎ空間」～常滑焼～  

  常滑焼急須の手技、造形、素材の魅力をご提案します。 

■「無鉛で安心・安全 長崎のやきもの 暮らしのアトリエ」～波佐見焼～ 

  暮らしの器を作り続ける波佐見焼。テーブルスタイルもご提案します。 

■「受け継がれる心とかたち・やまがた物語」～山形県～ 

  山形鋳物など、未来へと受け継がれる伝統工芸品をお届けします。 

■「かごしまの用と美」～鹿児島県～ 

  幾世代も受け継がれてきた鹿児島の器。「用」の美をご堪能ください。 

 

 

【展示販売コーナー】 

海外、国内陶磁器及びテーブルウェア関連商品の販売コーナー 

です。250以上の個性ある販売ブースが出展し、企業の新商品や 

提案商品、産地の窯元や作家の作品などを直接購入することが 

できる、例年人気のコーナーです。 

 

 

 

大倉陶園 

瀬戸織部 

山形鋳物 

有田焼 

展示販売コーナーイメージ 

萬田久子さん 森 英恵さん 



２００９年受賞作品 

【ステージイベント】 

テーブルセッティングをはじめ、各分野の第一線でご活躍の先生方 

によるセミナーを、期間中毎日開催いたします。 

 

 ＜特設ステージイベント＞ 

  アンヌ・マリ 雅子 ド・ポルテュ／石井秀代／生方美智子／江上栄子／ 

落合なお子／阪口恵子／下条智恵子／タカコ・ナカムラ／田中ゆかり／ 

服部幸應／NPO法人食空間コーディネート協会 他（敬称略） 

 ＜アリーナスタジオ＞ 

  テーブルセッティングライブや各種デモンストレーションを毎日行います。 

 

 

【第21回テーブルウェア大賞 ～優しい食空間コンテスト～ 】 

オリジナルデザイン部門、コーディネート部門、特別審査部門で競われる、業界内でも最大の規模を誇るコンテ
ストです。「大賞・経済産業大臣賞」「東京都知事賞」などが設けられています。プロフェッショナル、アマチュア
の創意溢れる力作が多数展示されます。 

 

部門1 ： テーブルウェア・オリジナルデザイン部門 

部門2 ： テーブルウェア・ コーディネート部門  

特別審査部門：2013年テーマ「おうち de 朝カフェ」 ～キーワードは 「素敵な一日のはじまり」～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新企画「サロンセミナー」】 

  新企画「サロンセミナー」も開催予定です。来場者参加型の有料セミナーを多数ご用意し、皆様をお迎えします。 

 詳細は、決まり次第改めてご案内いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回 大賞受賞作

品 

＜報道関係の方からのお問合せ先＞ 

テーブルウェア・フェスティバル2013 PR事務局 

株式会社オニオン 

担当：高本育代・久米めぐみ・蔦田真里奈 

TEL：03-5793-8601  FAX：03-5793-8602 

Email：takamoto@onionion.co.jp 
   kume@onionion.co.jp 

     tsutada@onionion.co.jp 

＜お客様からのお問合せ先＞ 

 

東京ドームシティわくわくダイヤル 

 

TEL:０３-５８００-９９９９ 
http://www.tokyo-dome.co.jp/ 

前回の様子 

イメージ 


